
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３．１２．２０ 

嬉 野 高 校 塩 田 校 舎 

保 健 環 境 部 

インフルエンザも流行しています。感染症予防の一つとし

て、規則正しい生活を心がけ強い体を作りましょう。 

① 食事をしっかりとろう 

② 体を動かそう 

③ 睡眠をしっかりとろう 

保健主事 山﨑先生のコーナー 

赤外線は、可視光線の赤の外側の波⾧で、赤外線と呼ばれています。非接触型体温計は、この赤外線

を利用して計測しています。すべての物体は、理論上、マイナス２７３．１５度という「絶対零度」

より高ければ、わずかに赤外線を出すという性質を利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ishigama-padre.com/page-7/page-658/ 

スポーツ振興センターについて 

校内または通学途中でけがをした時は「スポーツ振興センター

災害共済給付」を受けることができます。主に①～③の書類が

必要になります。 

① 災害報告書・・・けがした時の状況を自分で記入する用紙 

② 医療等の状況・・・受診した病院で記入してもらう用紙 

③ 調剤報酬明細書・・・かかった調剤薬局で記入してもらう

用紙 

けがをしたら保健室に①～③の用紙を取りに来てください。 

寒くなってきて感染症が

流行する季節になりまし

た。今年は新型コロナウ

イルス感染症だけでなく



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年に大麻事犯で検挙されたのは 5,546 人です。その

うち 30 歳未満が占める割合は 69,2％と過去最高を更新した

そうです。薬物に頼らず充実した人生を送れるように正しい知

識を身につけましょう。 

 「嫌だ」「いらない」と言葉に出す 

 はっきり断るポイントは①即答で、➁相手が驚くほど大きな声で、③相手の目を見て言うこと 

 

しつこく誘われたときは… 

 全く違う話を始める”話題チェンジスキル”が有効 

 

相手が怖くて、声が出なくて断れないときは… 

 立ち去る、逃げる、その場を離れるなど、サッと去るスキルが有効 

 薬物の最も恐ろしい特徴は、、、 

「依存性」→自分の意思では薬物使用のコントロールができなくなること 

「耐性」→繰り返し使用しているうちに、効果が弱くなり使う量が増えること です。 

また、下の表に書いている通り、身体だけではなく心にも薬物による障害が現れてしまいます。 

Q, 一度だけなら薬物を使ってもいいの？ 

A, 絶対にそんなことありません！一度でも使用すると、依存症になってしまう危険があります。一度の使

用で死んでしまうケースもあります。 

Q, 薬物の問題で助けてほしいときはどうするの？ 

A, 担任や養護教諭、家族、警察などに相談しましょう。 

  薬物を乱用している友達のことや、薬物を勧められたりした場合は、一人で悩まず、きちんと助けを求め 

ることが大事です。まわりの信頼できる大人に相談しましょう。 


